
煙本日

来賓卓話「市立病院改革プラン」
事務部 部長 鈴木 鉄男様

芳賀 博康様

煙次週予定

来賓卓話「コホートピア構想について」
札幌医科大学医学部 教授 小海 康夫様

会員誕生日

２月２６日 平間 達也

ご夫人誕生日

３月１日 松田 陽子

焔 ２００９年国際交流新年交礼会が２月６日午後
６時より留萌産業会館にて開催され、出席し
て参りました。

焔 地区のオン・ツー・バーミンガム委員会よ
りお便りが届いております。第１００回バーミ
ンガム国際大会も少しずつ迫ってきており、
準備も具体的に進んでいるとの事です。

焔 ３月４日に第１グループ大西ガバナー補佐
の訪問があります。なお大西ガバナー補佐室
長と渋谷深川ＲＣ会長も同行するそうです。

焔 ロータリー米山記念奨学会より２００８年１２月
末に新たに功労者になられた方に盾が届いて
おりますので、お渡しいたします。
・・田中公一会員 ９回目功労者
・・関野政人会員 ２回目功労者

・・河部 勲会員 １回目功労者

１）ロータリー米山記念奨学会寄付金納入明細
書及びロータリー財団クラブ別寄付金明細書
を受領しました。
２）ロータリー神戸国際囲碁大会の案内を受領
しました。日時は３月７日・８日締め切りは
２月２７日です。参加希望者は幹事まで。
３）前回発表しましたが、ロータリー手帳の申
し込みが２月２５日までとなっております。希
望者は早めにお願いします。

会報受領先
・・砂川ＲＣ №１９０１号～№１９０３号

Ｎｏ．２３６３

第３１回 ２月２５日

会長報会長報告告・・・・・・・・・・・・・・

幹事報幹事報告告・・・・・・・・・・・・・・

会員総数………………４３名
出免会員………………０名
出免出席………………０名
出席会員………………４３名
出席率………………１００％

第２８回 １月２８日

出席会員………………３４名
メイクアップ…………３名
修正出席率………８５．００％
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会員研修委員会 平井委員
「第２５１０地区の設立記念日」
本日は創立夜間例会です。留萌クラブは昭和

３６年２月１日に創立しましたが、近隣クラブや
交流クラブの創立年月日を知っておくのも、友
好親善に役立つかもしれません。またクラブの
拡大の進展期や停滞期を知ることもできます。
ちなみに、東京ＲＣは大正９年１０月、大阪ＲＣ
は大正１１年１１月です。
留萌クラブはスポンサークラブが旭川西クラ
ブで、日本国内で４１６番目、道内で３５番目のクラ
ブとして誕生しました。２５１０地区では７３クラブ
中１８番目です。札幌ＲＣは昭和７年１２月に東京
ＲＣをスポンサークラブとして誕生しましたが、
１９４０年に戦争にてＲＩを脱会、１９４９年５月にＲ
Ｉに復帰しました。小樽クラブは昭和８年１２月
に札幌ＲＣをスポンサークラブとして誕生し、
札幌ＲＣと同じく１９４０年にＲＩを脱会、１９４９年
９月にＲＩに復帰しています。戦前に創立した
クラブはその他、函館ＲＣと室蘭ＲＣで、函館
が昭和９年１０月、室蘭ＲＣが昭和１１年１０月に創

立となっておりますが、どちらも札幌ＲＣ同様
１９４０年に一時ＲＩを脱会しています。その後、
１９５４年５月・岩見沢、５６年６月・札幌南、５７年１
月・苫小牧、同年８月・函館東、１２月・芦別、５８
年８月・滝川、５９年２月・深川、札幌東、１１月・
伊達、６０年２月・小樽南、９月・札幌西、１２月・
赤平、６１年１月・室蘭東、そして２月の留萌で
す。６７年１月に妹背牛ＲＣが２９番目に誕生、ち
なみに小平ＲＣは７４年７月で５２番目、羽幌ＲＣ
は７９年５月で５６番目です。現在最後の７３番目の
クラブは２００５年７月の函館セントラルＲＣです。

・・創立４８周年記念夜間例会おめでとうございま
す 創立４８周年、新聞掲載されました。

齋藤会長
・・米山功労者表彰されました 関野、河部会員

前 回 ５１１，５００円
今 回 ６，０００円
累 計 ５１７，５００円
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（前週のつづき）

留萌市長 高橋 定敏様
就任してから留萌港の利活用、旭川でも色々
お話をさせて頂きました。旭川は韓国との航路
を開き、また台湾との定期的なお客様を迎えて
います。旭川動物園を中心に元気なようです。
そんな中で旭川と留萌市とが経済界の交流を深
めながら、旭川の経済界、旭川の企業、旭川の
農業地帯をかかえる上川が、それぞれ留萌港の
利活用についてどういう航路を開く事が出来る
か、そう言う意味で旭川と留萌というのは今ま
で以上に深い関わりを持たなければならないと
思います。
いま総務省では、定住移住構想と言うものを
掲げています。５万人以上で、最低４万人以上
の都市が中心となって地域への定住を図るため
の施策を共同してビジョンを掲げ、行政として
計画を作る。それに対して総務省が交付税的な
もので支援をしようという施策が生まれました。
これは鳩山総務大臣が考えた鳩山プランの中の
１つで、私たち留萌は人口的に中心都市にはな
れませんが、旭川を中心として考え、留萌市も
定住移住圏構想の中では留萌港の利活用、留萌
の海浜地帯、海辺の空間を旭川市民の皆さん方
に利用していただくような方向で考えており、
この構想の中に旭川として留萌を取り入れても
らうように働きかけています。留萌の海の港と
旭川の空の港を結び、相互利用する事でこの地
域が発展出来るように考えています。社会資本
をしっかり共有しながら新たな展開が図られれ
ばと思っています。経済が疲弊している中、な
かなかホームランやヒットを打つのは難しいが、
野球で例えると若松さんのようにこつこつヒッ
トを重ね、ヒットが打てなくてもスクイズでも
いいから先を目指すように、留萌の皆さんの意
識を変えていければと思っています。
私も市長に就任して３年が経ちます。１年目
は留萌の将来をしっかり担っていただけるよう
にと若い世代の方々に奮起を促し、ネットワー
クを構築しました。その中で、商工青年部がま
ちあかりという事業に毎月取り組んでいます。
また、留萌青年会議所では留萌食の駅構想等を
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まとめて色々な物を行政に提案しています。農
業青年部ではヘルスツーリズムというか子供達
に農業体験をして頂き、また農業の環境、そこ
に住む生物を体験していただくと言う事で、こ
の活動が全道の農業青年部の大会で賞を頂きま
した。また、うまいっしょるもい市を継続して
開催している漁協青年部の方々も、漁協青年部
の大会で賞を頂いております。若い人たちの夢
は、色々な意味で価値がありますので、その夢
を大切にしていく。行政としてもしっかりとサ
ポートしていくつもりです。若い人が元気の無
い街は私としても辛いものがありますので、若
者のエネルギーを引き出すために若者に呼びか
け、そして２年目には音物語として、留萌の先
人である佐藤勝先生や、森田公一先生などの音
楽の先生にいただいた、音楽を通じて市民の心
を一つにして、厳しい時代を乗り越えるべく元
気を引き出すようにし、３年目の昨年は食物語
という事で、留萌にある食材をテーマに捉えま
した。皆さんご存じの通り、留萌のお米はここ
数年連続して全国的な賞を頂いております。な
ぜ留萌のお米がおいしいのか。なぜ低タンパク
米なのか。なぜマグネシウムが多いのか。それ
はやはり、この大地が与えてくれためぐみです
ので、市民にこの地元の食材を知らしめ、食は
生きることに直結しますので、その重要性と素
晴らしさを市民に認識しもらう事に重点を置き
ました。
人生健康がなにより、健康だからこそ楽しい
生活ができる。財政再建する中でなにより大切
なのは市民の笑顔だと思っております。市民の
一人ひとりの元気、留萌の海と大地のめぐみを
大切にすることに力をいれました。
４年目の今年は、健康家族というテーマを掲
げ、２１年度予算の中では、健康家族という事で
市民から悲しみをなくしていこうと思います。
私も市長に就任してから親友を亡くしました。
なくなる前に「すっかり足手まといになった」
と言っていました。私はその時の言葉が今でも
耳から離れません。そこで今年は家族からその
悲しみを取り除くべく、健康をテーマに市民が
健康に暮らす街を目指すとし、市民すべての人

に健診を受けていただき、そのデータを利用す
るコホート事業を立ち上げました。本日は財政
危機を乗り越えるというテーマでしたが、あえ
て数字に触れる事は避けました。私としても危
機的というより、修羅場の財政再建になってし
まいました。しかしプール事業をやめて子供達
と会った時が一番つらい状況でした。２０人の子
供の中で、途中シクシク泣く女の子がいて、そ
の女の子の声が耳から離れない状況でした。で
も、後からその子供の書いた手紙を読んだので
す。この手紙で最後にします。

高橋市長様
私は小学校１年の時から水泳を始めまし
た。今年で５年目です。この５年間沢山の
練習をして来ました。練習が辛くて涙が出
たときもあります。きっとこの努力は将来
に役立つと思います。
お願い、市の人たちのために頑張ってく
ださい。

この様な手紙でした。小学校５年生でした。
他の１９人の子供達はみんなプールを残して下さ
い。夢を奪わないでください。私は５年間これ
だけ努力してきました。オリンピックを目指し
ている夢を壊さないでください。みんなその様
な手紙でした。でも彼女だけ、一人だけ「私は
５年間頑張ったけど、今は我慢できる。だから
市民のために頑張って下さい」という手紙でし
た。あとから泣いていた理由を聞いたところ、
プールに来ていたおとうさん達が物凄い勢いで
私（市長）を攻め立てたものだから、市長さん
がかわいそうだという事で涙を流したそうです。
私はその子の涙をしっかり受け止め、固い決
心で財政再建を図りながら経済の活性化に向け
て、厳しい指摘を受けていますが、１０年・２０年
そして、５０年と留萌の夢をかたちにかえる国際
ロータリーのテーマに沿って、頑張っていきた
いと思います。
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